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ダ
ブ
ル
選
挙

　

大
阪
府
知
事
・
大
阪
市

長
ダ
ブ
ル
選
挙
（
11
月
22

日
投
開
票
）
が
迫
っ
て
い

る
。
今
回
の
選
挙
で
求
め

ら
れ
る
の
は
、
維
新
政
治

に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と

に
尽
き
る
。
そ
し
て
、
府

民
・
市
民
の
立
場
か
ら
新

し
い
大
阪
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
候
補
者
を
選
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
続
く

維
新
府
政
で
大
阪
は
ど
う

変
わ
っ
た
か
。
府
の
統
計

資
料
は
実
態
を
表
し
て
い

る
。
維
新
府
政
前
の
２
０

０
７
年
度
の
府
債
残
高
は

５
兆
８
２
８
８
億
円
だ
っ

た
が
、
財
政
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
り
、
今
年
度
に

は
６
兆
３
４
５
３
億
円
に

達
し
た
。
府

民
生
活
で

は
、
雇
用
者

報
酬
も
家
計

消
費
も
全
国
平
均
を
超
え

る
下
落
率
を
記
録
。
地
域

経
済
の
落
ち
込
み
も
激
し

く
、
府
内
総
生
産
は
07
年

度
に
40
兆
円
あ
っ
た
も
の

が
直
近
の
デ
ー
タ
で
36
兆

８
千
億
円
（
14
年
度
）
に

ま
で
減
少
し
た
。

　

背
景
に
は
、
大
阪
湾
の

埋
め
立
て
事
業
や
高
速
道

路
建
設
な
ど
の
大
型
公
共

事
業
を
優
先
し
、
府
民
生

活
に
関
わ
る
予
算
を
削
減

し
て
き
た〝
住
民
軽
視
〞の

府
政
運
営
が
あ
る
。
府
の

福
祉
予
算
は
14
年
度
ま
で

た
の
は
、
住
民
の
声
に
耳

を
傾
け
な
い
政
治
姿
勢

だ
。
そ
の
最
た
る
も
の
が

「
大
阪
都
」
構
想
を
巡
る

住
民
投
票
だ
ろ
う
。
市
民

が
悩
み
抜
い
て
下
し
た
大

阪
市
廃
止
反
対
の
決
断
を

軽
々
し
く
扱
い
、
ま
た
ぞ

で
幅
広
い
共
同
を
進
め
て

き
た
。
住
民
投
票
を
経

て
、
そ
の
つ
な
が
り
は
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
。
大

阪
市
を
守
り
、
住
民
目
線

の
新
し
い
大
阪
を
目
指
す

に
は
、「
維
新
政
治
ノ
ー
」

「
大
阪
市
つ
ぶ
す
な
」
の

や
大
阪
維
新
の
会
を
憲
法

改
定
の
協
力
者
と
し
て
考

え
、
橋
下
氏
は
野
党
が
結

束
し
て
安
保
法
に
反
対
し

た
こ
と
を
批
判
し
て
い

る
。
ダ
ブ
ル
選
挙
の
一
票

は
、
安
倍
政
権
の
思
惑
を

も
左
右
す
る
重
大
な
選
択

と
な
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

維
新
政
治
と
決
別
し
、

府
民
・
市
民
の
共
同
で
政

治
を
変
え
る
こ
と
は
大
阪

の
歴
史
に
新
た
な
一
ペ
ー

ジ
を
刻
む
こ
と
に
な
る
。

「
反
維
新
」
の
共
同
を
広

げ
に
広
げ
、
住
民
に
寄
り

添
っ
た
府
政
・
市
政
の
実

現
へ
、
新
た
な
扉
を
開
く

一
票
を
投
じ
た
い
。

ろ
「
都
」
構
想
を
進
め
る

と
い
う
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
住
民
を
愚
ろ
う
す
る
政

治
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。

　

維
新
政
治
と
対
峙
す
る

な
か
で
、
私
た
ち
は
府
民

・
市
民
本
位
の
政
治
を
求

め
、「
反
維
新
」
の
立
場

願
い
で
一
致
す
る
あ
ら
ゆ

る
政
党
・
団
体
・
住
民
が

立
場
の
違
い
を
超
え
、
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

今
回
の
選
挙
は
国
政
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
安
倍
政
権
は
橋
下
氏

の
７
年
間
で
１
５
５
１
億

円
も
削
ら
れ
た
。
同
様
の

手
法
が「
改
革
」と
称
し
て

大
阪
市
で
も
強
行
さ
れ
、

大
阪
の
地
盤
沈
下
を
引
き

起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
間
の
橋
下
・
松
井

体
制
で
浮
き
彫
り
に
な
っ

府
民
共
同
で
歴
史
的
選
択
を

　

こ
こ
10
年
で
Ｃ
Ｒ
充
填
の

材
料
、
器
具
類
は
飛
躍
的
な

進
歩
を
遂
げ
た
。
我
わ
れ
の

臨
床
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
講
演
は
、
Ｃ

Ｒ
充
填
に
つ
い
て
、
窩
洞
形

成
、
充
填
、
研
磨
に
つ
い
て

術
式
、
材
料
の
特
性
、
器
具

の
用
い
方
の
勘
所
に
つ
い
て

動
画
を
交
え
て
解
説
し
た
。

　

窩
洞
形
成
で
は
、
軟
化
牙

質
の
硬
さ
を
目
安
に
よ
く
切

れ
る
小
さ
な
エ
キ
ス
カ
ベ
ー

タ
ー
を
用
い
て
除
去
し
、
取

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
事
が
大
切
で
あ
る
。
充
填

材
も
、
新
し
い
一
液
性
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
多
数
開
発
さ

れ
、
信
頼
性
が
向
上
し
た
。

充
填
材
は
、
フ
ロ
ー
タ
イ
プ

入
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ

と
指
摘
し
、
具
体
的
な
診
断

や
治
療
方
法
を
示
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
臭
覚
の
低
下
が
ア

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
「
循

環
器
疾
患
と
歯
科
領
域
の
関

わ
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
９

月
26
日
、
保
険
医
会
館
で
講

習
会
を
開
き
、
55
人
が
参
加

し
た
。
講
師
は
、
関
西
電
力

病
院
循
環
器
内
科
心
臓
血
管

治
療
部
部
長
の
浅
田
聡
氏
が

務
め
た
。

　

浅
田
氏
は
始
め
に
、
最
近

で
は
動
脈
硬
化
＝
炎
症
疾
患

と
認
識
さ
れ
、
歯
周
病
原
細

菌
が
動
脈
硬
化
を
悪
化
さ
せ

る
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一

因
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ

た
。
心
臓
弁
膜
症
、
人
工
弁

置
換
術
後
の
患
者
は
リ
ス
ク

フ
ァ
ク
タ
ー
を
有
す
る
の

で
、
早
期
の
歯
周
治
療
、
口

腔
ケ
ア
、
前
投
薬
な
ど
の
注

る
歯
科
治
療
が
増
え

る
な
か
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
薬
剤
情
報
を

常
に
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た

講
習
会
で
あ
っ
た
。

（
住
之
江
区
・

 

吉
田
裕
志
）

意
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

説
明
さ
れ
た
。

　

出
血
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー

フ
ァ
リ
ン
な
ど
の
抗
凝
固

薬
、
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
の
抗

血
小
板
薬
を
内
服
し
て
い
る

患
者
が
増
加
し
て
い
る
な
か

で
、
歯
科
治
療
に
お
い
て
基

本
的
に
は
継
続
内
服
が
望
ま

し
い
と
し
た
う
え
で
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
し
な
が
ら
、

投
薬
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
の
リ
ス
ク
や
留
意
点

な
ど
を
解
説
し
た
。
ま
た
、

最
近
使
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
新

規
の
抗
凝
固
薬
（
Ｎ
Ｏ
Ａ

Ｃ
）
の
比
較
も
紹
介
し
、
抜

歯
時
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
た
。

　

高
齢
者
の
有
病
者
に
対
す

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
初
期
症
状

に
み
ら
れ
た
り
、
舌
が
口
蓋

に
届
か
な
い
こ
と
で
嚥
下
が

悪
く
な
る
。
そ
れ
を
補
完
す

る
た
め
に
舌
摂
食
補
助
床
な

ど
が
あ
る
と
し
た
。

　

嚥
下
障
害
に
対
す
る
深
呼

吸
の
効
用
は
、
内
視
鏡
を
用

い
た
実
技
を
交
え
て
説
明
さ

れ
た
。
患
者
の
様
子
の
つ
か

み
方
が
最
も
重
要
で
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。
地
域
包

括
ケ
ア
が
ス
タ
ー
ト
す
る

折
、
歯
科
が
地
域
と
ど
う
関

わ
る
か
を
広
い
視
野
で
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
を
説

か
れ
た
。

　

当
日
は
、
嚥
下
観
察
を
鼻

咽
喉
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ

と
エ
ア
ス
コ
ー
プ
で
行
い
、

参
加
者
の
関
心
は
非
常
に
高

か
っ
た
。
再
度
の
講
習
を
望

む
声
も
多
か
っ
た
。

 

（
生
野
区
・
戸
井
逸
美
）

　

大
阪
市
東
部
地
区
と
同
北

部
地
区
は
、
戸
原
玄
氏
（
東

京
医
科
歯
科
大
学
准
教
授
）

を
講
師
に
「
摂
食
・
嚥
下
障

害
の
評
価
と
訓
練
の
実
際
」

を
４
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大

阪
（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開

い
た
。
歯
科
医
師
・
医
師
・

歯
科
衛
生
士
ら
１
１
５
人

が
、
摂
食
嚥
下
の
み
な
ら
ず

臨
床
に
即
し
た
在
宅
高
齢
患

者
の
歯
科
診
療
全
般
に
わ
た

っ
て
学
ん
だ
。

　

戸
原
氏
は
、
在
宅
に
戻
っ

た
要
介
護
者
に
対
し
て
は
、

従
来
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
と
通
常
の
治
療
だ
け
で

な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
的
な
考
え

方
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。
そ
の
際
に
元
々
の
生
活

が
ど
う
だ
っ
た
か
を
念
頭
に

も
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
フ

ィ
ラ
ー
に
導
入
さ
れ
、
耐
摩

耗
性
強
度
と
共
に
向
上
、
審

美
性
、
咬
合
に
も
十
分
に
耐

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
咬
合
に
関
わ
る

大
き
な
窩
洞
で
は
臼
歯
用
Ｃ

Ｒ
を
用
い
る
の
が
無
難
で
あ

る
。
材
料
も
便
利
な
器
具
も

た
く
さ
ん
で
き
て
い
る
。
う

ま
く
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
容

易
に
隣
接
面
、
歯
頚
部
の
修

復
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
研
磨
も
Ｆ
Ｆ
バ
ー
を
多

用
す
る
こ
と
で
快
適
に
修
復

を
お
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｃ
Ｒ
充
填
の
成
功
の
鍵
は

科
学
的
な
理
論
に
基
づ
く
的

確
な
術
式
及
び
材
料
の
選
択

と
優
秀
な
機
材
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
症
例
に
応
じ
て
う
ま

く
使
い
こ
な
し
日
常
臨
床
の

Ｃ
Ｒ
充
填
に
楽
し
ん
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
話
し
た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

　

臨
床
・
学
術
部
は
生
涯
研
修
講
座
「
成
功
す
る
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
〜
理
論
か
ら
テ
ク
ニ
ッ
ク
及
び
機
材

選
択
の
ヒ
ン
ト
ま
で
」
を
９
月
27
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
い
た
。
講
師
は
林
美
加
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
科

研
究
科
口
腔
分
子
感
染
制
御
学
講
座
教
授
） 

が
務
め
た
。

１
１
５
人
が
参
加
し
た
。

９
月
度
生
涯

研 

修 

講 

座

成功するCR修復
林氏が術式、材料、器具などを解説

大
阪
市
東
部
地
区
、
同
北
部
地
区

大
阪
市
南
部
地
区

摂
食
・
嚥
下
講
習
に
１
１
５
人

循
環
器
疾
患
と
歯
科
領
域

ＣＲ充填の成功のポイ
ントについて語る林美
加子氏＝９月27日、Ｍ
＆Ｄホール 　　　　　

摂食・嚥下障害の診断
・治療法を解説する戸
原玄氏＝４日、大阪市
内　　　　　　　　　

循環器疾患患者の歯科治療に
ついて説明した講演会＝９月
26日、保険医会館　　　　　

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（05）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

署名用紙の追加は大阪府歯科保険医協会事務局（☎06-6568-7731）まで

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

賃貸（箕面方面）
200万円
賃料200,000円
配管のみ

　「保険でよい歯科医療を」全国連
絡会は、①窓口負担の引き下げ②保
険給付範囲の拡大――を求める請願
署名に取り組んでいます。
　協会は、来年の診療報酬改定に向
け、歯科医療改善を求める多くの国
民の声を国会に突きつけようと、会
員の先生方の積極的な協力を呼びか
けています。
　ぜひご協力お願いします。

摂津市千里が丘
500万円
チェア２台 １Ｆ 開業11年
枚方市　500万円
チェア２台

保険でよい歯科署名にご協力を保険でよい歯科署名にご協力を


